
腎臓と腎臓の働き

南青山内科クリニック

腎臓内科 鈴木孝子



１、腎臓の位置



腎臓の構造



糸球体



再吸収



腎臓のしくみのまとめ



腎臓の働きのまとめ

１、尿からの老廃物（クレアチニン・尿素
窒素など）の排泄

２、水・電解質（ナトリウム、カリウム、
カルシウム、リン）の調節機能、体内の
酸・アルカリ性の調節

３、種々のホルモンの産生と分泌と作用を
受ける働き、ビタミンDの活性化

４、代謝機能



腎不全とは

慢性腎臓病とは３カ月以上持続するタンパク
尿は血尿などの尿異常や腎臓の形態異常や
腎機能が6０（～５０）%未満まで低下した状
態をさします。

☟

腎機能がだんだんと低下してきて、正常腎の
１５％程度しか腎機能が働かなくなった時を
腎不全と言います。



慢性腎不全の病期分類

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期
血清尿素窒素(BUN mg/dl) 10～22 25～30 40～60 100前後 100以上
血清クレアチニン(Cre mg/dl) 0.5～1.0 1.3～2.0 2.0～6.0 6.0以上 8.0以上
クレアチニンクレアランス(Ccre ml/min) 60～80 40～60 20～40 10～20 10以下
腎臓の働き(%) 60～80 40～60 20～40 10～20 10以下

血液検査で尿素窒素とクレアチニンの値に

注目しましょう！



同上



２、萎縮腎
萎縮腎



同上



慢性腎不全のメカニズム

CGN・HT・DM

糸球体ろ過過剰

糸球体硬化

ネフロン数減少 GFR低下

腎不全の進行



血圧と末期腎不全の危険性

Iseki et al., Kidney Int 49 [Suppl. 55]:S69-S71, 1996
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加齢による腎機能の低下
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腎不全の原因疾患

１、腎臓に原発する疾患

糸球体腎炎、慢性腎炎、ネフローゼ症候群など

２、全身性疾患に伴う腎臓の病気

糖尿病性腎症、膠原病、高尿酸疾患、高血圧症、

高脂血症など

３、遺伝性または先天性の腎臓の病気

多発性のう胞腎、先天性ネフローゼ症候群など

４、その他の要因による腎臓の病気

感染症、アルコール、薬剤、妊娠、

不摂生な生活（食事、睡眠、過労）など



腎不全の治療

１、食事療法・飲水制限

栄養士による栄養指導

２、薬物療法 薬剤師による服薬指導

３、透析療法 血液透析（施設と在宅）

腹膜透析（主に在宅）

４、腎移植 生体腎移植

献腎移植
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